
の
だ
と
い
う
こ
と
。
さ
ら
に
、
そ
の
発
電
施

設
は
集
落
の
ほ
ぼ
全
世
帯
の
出
資
に
よ
り
作

ら
れ
て
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
Ｉ
タ
ー
ン
や

Ｕ
タ
ー
ン
で
移
住
す
る
人
が
増
え
て
い
る
と

い
い
ま
す
。
電
力
革
命
と
い
う
表
現
が
大
げ

さ
で
は
な
く
感
じ
る
こ
の
地
の
取
り
組
み
が

ど
の
よ
う
に
し
て
起
き
た
の
か
、
そ
の
歴
史

背
景
や
信
仰
、
山
深
い
場
所
だ
か
ら
残
る
伝

統
文
化
な
ど
、
た
だ
発
電
施
設
を
め
ぐ
る
だ

け
で
は
な
い
行
程
で
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
す
。

　

ツ
ア
ー
初
日
に
は
、
ま
た
違
う
形
で
水
を

活
か
し
た
暮
ら
し
を
営
む
郡
上
八
幡
を
訪
れ

ま
す
。
美
し
い
水
が
駆
け
巡
る
こ
の
ま
ち
に

も
、
新
し
い
生
き
方
を
実
践
す
る
動
き
が

次
々
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
あ
ま
り
あ
る
土
地

の
魅
力
と
、
そ
こ
に
暮
ら
す
方
の
創
造
性
が

合
わ
さ
っ
た
暮
ら
し
向
き
を
見
さ
せ
て
も
ら

い
に
い
き
ま
し
ょ
う
。
自
ら
の
実
践
へ
の
ヒ

ン
ト
が
あ
る
３
日
間
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

好
評
に
つ
き
、
再
企
画
し
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
是
非
！

「
水
の
ま
ち
」
郡
上
八
幡
に
も

立
ち
寄
り
ま
す

　

日
々
の
暮
ら
し
の
な
か
で
使
う
電
力
（
量
）

を
、
自
分
た
ち
で
生
み
だ
す
こ
と
が
出
来
た

ら
素
敵
だ
な
。
そ
の
よ
う
に
思
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
「
こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
在
り
方
」

や
「
地
域
資
源
の
活
か
し
方
」
な
ど
に
関
心

の
あ
る
方
に
お
届
け
す
る
ス
ロ
ー
ツ
ア
ー
で

す
。前
回
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
方
、
ど
う
ぞ
お
見
逃
し
無
く
！

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
テ
ー
マ
に
ツ
ア
ー
を
考
え

た
時
、
真
っ
先
に
行
き
た
い
と
思
っ
た
の
が

岐
阜
県
の
石
徹
白
（
い
と
し
ろ
）
集
落
で
し

た
。
話
を
聞
い
て
驚
い
た
の
が
、
人
口
２
７

０
名
ほ
ど
の
小
さ
な
集
落
に
、
農
業
用
水
を

利
用
し
た
小
水
力
発
電
施
設
が
４
基
作
ら
れ

て
、
全
世
帯
の
電
力
量
を
生
み
だ
し
て
い
る

point 6 :

point 5 :

岐阜県 石徹白の小水力発電と
郡上八幡の水を活かした暮らしをめぐる旅 ３日間

水出しコーヒーで郡上のまち歩き

地域の魅力を伝える様 な々取り組みを知りに

　各所の湧き水の味を確かめながら、自分の「水出しコーヒー」
を作るというユニークなまち歩きに参加します。水を汲みながら
歩いていると、その土地の歴史や八幡ならではの暮らし方、地域
資源の活かし方などのヒントが見えてきます。郡上市で未来に
つながる仕事を共創する「郡上カンパニー」のプロジェクトパー
トナーでもある小澤さんと一緒に、まち歩きを楽しみましょう。

　八幡で循環型の暮らしを提案・実践するコミュニティ
カフェ「糸CAFE」さんでランチをいただき、「水文化」を
キーワードにまちづくり活動を行う「NPO 法人郡上八幡
水の学校」さんからお話を伺います。夜は、八幡の水の
良さに惹かれ、この地に移住しビール製造を始めた「郡
上八幡麦酒こぼこぼ」さんで店主のお話を聞きながらの
交流会も予定しています。

旅の水先案内人

１日目〔 郡上八幡 〕

小澤陽祐さん（おじゃ）
オーガニック、フェアトレード、自社焙煎に、
さらにソーラー焙煎が加わったコーヒーを取
り扱う有限会社スローの代表取締役。現在は、
松戸と郡上の2拠点暮らし。『コーヒーに恋を
して！』が決めゼリフ。

斉藤万里子さん（まりっぺ）
フェアトレードタウン活動や、ケニアでのボ
ランティア、シューマッハカレッジ訪問を経
て、2014年に石徹白へ移住。この地の知恵や
精神にふれ、持続可能な生き方を考える「い
としろカレッジ」の企画、案内人を務める。

2～3日目〔 石徹白 〕

いとしろ

point 1 :

point 2 :

point 3 :point 4 :

小水力発電施設の見学

色濃く残る神道の文化を知りに
　石徹白の集落は、上在所、中在所、西在所、下在所と地域が分
かれており、白山中居神社のある上在所が一番神様に近い場所と
されています。まずは神社に参拝し、訪問のご挨拶をした後に、
この地で神道の習慣を守りながら暮らす石徹白小枝子さんのお話
を伺います。地域のことを知る大変貴重な機会です。

地域の伝統を伝える石徹白洋品店へ
　伝統的な野良着をベースにした服
作りをされている石徹白洋品店さん
へも伺います。衣服の他にも地域の
文化や伝統を継承していく様々な取
り組みを進めていらっしゃるので、
店内の見学と合わせてそのお仕事を
少し見させていただきます。古民家
の材と新しい材を組み合わせ、釘を
使わずに作られた建物も一見の価値
ありです。

「命をつなぐ川づくり」へ参加
　石徹白では、その豊かな自然環境を
次世代へと継いでいく取り組みも多く
行われています。その一つに、イワナや
ヤマメなどの渓流魚のために産卵用河
川を作り、生態系を守りつつ管理する
取り組みがあります。石徹白を知るの
に、この地の自然のことは外せません。
今回は、整備活動に参加させていただ
けることになりましたので、一緒に体を
動かしながらお話しを伺いましょう。

縄文時代からつづく歴史　
山深い石徹白の地へ

石徹白集落

◀農産物加工品
の生産に使う上
掛け水車

ツアー初日は、水を活かす暮らしを訪ねに郡上八幡へ

2018年９月28日（金）～30日（日）　ご旅行代金 ： 62,000円　JR名古屋駅集合・解散　定員１５名 （最小催行人員1３名）

映画「おだやかな革命」の舞台へ

地
域
協
働
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
治
の

背
景
を
知
り
に

　石徹白には４基の小水
力発電施設があり、加工
品生産用や、集落全戸出
資による売電事業のため
のものなど、それぞれ違
う用途で稼働しています。
小水力発電事業の立役者
である久保田政則さんの
ご案内で、それぞれの発
電施設を見学します。 ▲NPO法人やすらぎの里いとしろ理事長の

久保田政則さんによるご案内をお楽しみに

まずは白山中居神社へ

▲天候等によっては中止になることがありま
す。その場合には別の行程でご案内します。

長良川の支流・吉田川（郡上八幡）

水出しコーヒープロジェクト（郡上八幡）


